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条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

１　

条
例
制
定
の
背
景

「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
（
以
下
、「
ソ
社
」
と

い
う
。）の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
連
れ
て
こ
れ
な
い
か
。」

そ
ん
な
依
頼
が
指
示
に
変
わ
り
10
回
を
超
え
た
時
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
。

ま
ず
は
、
平
成
23
年
５
月
に
、
ソ
社
へ
本
村
の
震

災
復
興
支
援
策
と
し
て
、
村
の
遊
休
用
地
に
孫
社
長

の
電
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
建

設
い
た
だ
け
な
い
か
と
電
話
で
提
案
。（
こ
の
土
地

は
平
成
16
年
12
月
31
日
ま
で
ゴ
ル
フ
場
に
賃
貸
し
て

い
た
が
事
業
が
頓
挫
し
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
７

年
に
わ
た
り
村
で
は
跡
地
利
用
を
検
討
し
続
け
、
２

年
前
に
は
、
職
員
か
ら
太
陽
光
発
電
所
建
設
も
提
案

さ
れ
た
が
一
笑
に
付
さ
れ
た
と
い
う
。）

次
に
、
普
通
財
産
管
理
の
議
会
担
当
委
員
会
で
あ

る
総
務
文
教
常
任
委
員
長
発
議
の
誘
致
決
議
は
全
会

一
致
で
可
決
。
７
月
に
は
そ
の
決
議
書
の
写
し
と
村

長
の
親
書
を
副
村
長
、
全
議
員
、
小
職
で
持
参
し
ソ

社
を
表
敬
訪
問
し
た
。
小
職
は
、
県
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
８
月
１
日
付
け
で
「
榛
東
村
特
命

政
策
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
社
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
担
当
」
を
兼

務
で
拝
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
引
き
続

き
、
ソ
社
担
当
者
と
、
夜
間
の
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話

な
ど
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
用
地
の
面
積
、
日

射
量
、送
電
線
設
備
な
ど
の
条
件
を
協
議
。
こ
の
時
、

本
村
の
よ
う
に
誘
致
に
手
を
上
げ
た
自
治
体
の
候
補

地
は
２
５
０
を
超
え
て
、
本
村
も
９
月
に
は
条
件
を

ク
リ
ア
で
き
ず
20
Ｍ
Ｗ
の
候
補
地
か
ら
は
ず
れ
た
。

だ
が
、
今
ま
で
の
信
頼
関
係
か
ら
、
２
Ｍ
Ｗ
案
件

と
し
て
再
検
討
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
即
座
に

東
京
電
力
渋
川
支
社
と
の
連
携
協
議
を
村
ベ
ー
ス
で

始
め
、
電
力
事
業
者
と
し
て
長
年
培
っ
て
来
ら
れ
、

現
場
の
潔
さ
と
技
術
力
の
高
さ
で
ご
指
導
い
た
だ
い

た
。
11
月
に
は
、
ソ
社
が
１
０
０
％
出
資
さ
れ
10
月

６
日
に
設
立
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
（
以

下
、「
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
」
と
い
う
。）
の
事
業
企
画
部
と
な
っ

た
担
当
者
が
現
地
調
査
に
来
榛
さ
れ
た
。

結
果
、
約
５
０
０
０
０
㎡
一
団
地
の
水
平
面
が
必

要
と
の
見
解
で
、
造
成
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
そ
も

そ
も
復
興
支
援
策
と
い
う
急
場
の
事
業
で
、
遊
休
用

地
は
あ
っ
て
予
算
も
時
間
も
な
か
っ
た
。
今
度
は
村

が
誘
致
を
あ
き
ら
め
か
け
た
時
に
、
CO2

削
減
を
標
榜

す
る
渋
川
市
の
佐
藤
建
設
工
業
株
式
会
社
（
以
下
、

「
佐
社
」
と

い
う
。）
に

造
成
費
用
の

目
算
を
相

談
。こ
れ
も
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
の
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
を
日

本
で
一
番
所

有
し
、
重
ダ

ン
プ
な
ど
最

【条例制定の事例】
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大
の
バ
ケ
ッ
ト
を
所
有
す
る
会
社
を
と
見
つ
け
出
し

出
会
え
た
結
果
で
あ
る
。
何
と
現
地
に
着
き
わ
ず
か

30
分
で
社
長
は
、「
東
京
電
力
の
揚
水
式
発
電
所
の

工
事
で
大
き
く
な
っ
た
会
社
。
恩
返
し
と
榛
東
村
が

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
国
内
第

１
号
で
建
設
す
る
な
ら
地
域
貢
献
と
し
て
や
ろ
う
。」

と
話
さ
れ
、
我
が
耳
を
疑
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
電
力
不
足
な
ど
を
見
か

ね
て
孫
社
長
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
・
財
団
等

を
立
ち
上
げ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推
進

に
取
り
組
ま
れ
、
佐
藤
社
長
が
地
域
貢
献
を
発
言
。

官
が
民
に
施
す
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
、
ソ
社
ら
と

の
協
働
は
自
治
体
も
取
り
組
む
べ
き
命
題
で
あ
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
民
主
導
で
民
官
一
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

若
い
職
員
が
凍
る
現
地
に
サ
ツ
キ
を
植
え
、
村
民

サ
ポ
ー
タ
ー
や
村
内
企
業
有
志
が
、
新
た
な
来
村
者

の
た
め
に
林
道

の
草
を
刈
り
、

古
い
看
板
を

使
っ
て
案
内
看

板
を
設
置
、
既

存
施
設
の
修
繕

や
ペ
ン
キ
塗
り

な
ど
を
自
ら
行

わ
れ
た
。

発
電
所
は
、

平
成
24
年
４
月

20
日
に
工
事
開
始
と
な
り
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
、
村
、
Ｅ
Ｐ

Ｃ
事
業
者
で
あ
る
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
（
以
下
、

「
シ
ャ
社
」
と
い
う
。）
の
三
者
に
よ
る
週
１
回
の
Ｗ

ｅ
ｂ
定
例
会
議
な
ど
で
進
行
管
理
さ
れ
、
杭
打
ち
、

架
台
設
置
の
順
番
で
工
程
表
ど
お
り
最
大
出
力
２
・

４
Ｍ
Ｗ
、
１
万
１
２
２
枚
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
設
置
さ
れ
た
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
紡
ぐ
電
気
ケ
ー
ブ

ル
の
結
線
、
東
京
電
力
へ
売
電
の
た
め
の
系
統
連
携

電
柱
の
建
込
み
、
試
験
運
転
、
発
電
所
エ
リ
ア
確
定

の
た
め
の
フ
ェ
ン
ス
設
置
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら
は
、

国
に
お
い
て
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以

下
、「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
と
い
う
。）
に
よ
る
設

備
基
準
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
中
に
あ
っ
て
の
作
業

で
も
あ
り
、
困
難
を
極
め
た
。

そ
し
て
、
ソ
社
と
発
電
所
建
設
に
あ
た
っ
た
シ
ャ

社
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
の
復
興
へ
の
思
い
が
一
つ
に
な

り
、
７
月
１
日
に
発
電
開
始
し
た
。「
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ･

Ｉ･

Ｔ
）
施
行
日
の
運
転
開
始
」
の
合

い
言
葉
は
、
孫
社
長
発
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
担
当
者
、
小
職
、

佐
社
佐
藤
社
長
、
シ
ャ
社
な
ど
の
関
係
者
す
べ
て
の

命
題
と
な
っ
た
。

村
で
は
、
こ
の
連
携
に
よ
っ
て
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
加
え
て
、
平
成
16

年
末
ま
で
３
０
３
、８
３
４
㎡
で
９
、１
１
５
、

０
５
０
円
、
㎡
当
た
り
単
価
30
円
で
ゴ
ル
フ
場
に
貸

し
て
い
た
村
有
地
の
う
ち
、
発
電
所
用
地
と
し
て

３
６
、０
０
０
㎡
を
、
売
電
収
入
の
３
％
の
土
地
賃

貸
料
、
さ
ら
に
は
発
電
施
設
の
償
却
資
産
と
し
て
の

固
定
資
産
税

な
ど
面
積
は

１
／
９
、
賃

料
は
ほ
ぼ
同

額
と
い
う
自

主
財
源
の
確

保
に
も
つ
な

が
っ
た
。
昨

今
の
ソ
ー

ラ
ー
バ
ブ
ル

に
よ
っ
て
こ

の
単
価
が

時
々
注
目
さ

れ
る
が
、
京

建設合意協定調印式を終えて　SBE副社長（右か
ら3人目）、筆者（同4人目）、佐藤社長（同5人目）
（2012年３月13日）

八州高原・ソフトバンク榛東ソーラーパーク“天空の湖”

未来のエネルギーを創る若者たち
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都
議
定
書
の
京
都
市
が
ほ
ぼ
無
償
で
用
地
提
供
し
て

い
る
こ
と
を
拝
察
す
る
と
、
自
ら
名
乗
り
を
上
げ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
へ
の
先
達
自
治
体
と
な
っ
た

責
務
を
互
い
に
自
負
し
た
い
。

さ
ら
に
、
村
名
の
「
榛
東
村
」
を
「
し
ん
と
う
む

ら
」
と
ふ
り
が
な
無
し
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
人
が

全
国
に
相
当
数
増
え
た
。

今
、
村
は
誘
致
決
議
等
で
申
し
出
た
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
推
進
役
と
し
て
、
出
現
し
た
「
天
空
の

湖
」八
州
高
原
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
榛
東
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー

ク
（
以
下
、「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」
と
い
う
。）
で
人

類
と
共
存
で
き
、
地
域
が
消
費
す
る
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る
。

時
々
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
や
パ
ワ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
が
、
太
陽
が
沈
む
合
図
で
そ
れ
ぞ
れ
、
家
路
を
急

ぐ
姿
に
鉢
合
わ
せ
す
る
。
思
わ
ず
、
微
笑
む
が
言
葉

は
ま
だ
交
わ
し
て
い
な
い
。
小
動
物
と
も
自
然
と
も

共
生
で
き
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
は

太
陽
に
嫁
ぎ
、
こ
れ
か
ら
20
年
間
寄
り
添
い
な
が
ら

発
電
を
続
け
る
。

２　

条
例
制
定
の
目
的

こ
の
よ
う
な
中
で
、
建
設
合
意
と
な
っ
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
所
事
業
に
対
し
て
、
議
会
の
誘
致

決
議
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
誘
致
の
結
果
、
村
内

に
施
さ
れ
る
民
間
資
金
の
提
供
に
対
し
て
受
け
入
れ

る
村
側
の
ル
ー
ル
を
確
立
し
て
い
な
い
。
誘
致
決
議

に
は
「･･･

発
生
後
３
か
月
あ
ま
り
が
経
過
し
た
現

在
、未
だ
に
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

･･･

（
省
略
）･･･

広
大
な
土
地
一
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
印
象
的
な
景
観
を
与
え
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
太
陽
光
発
電
普
及
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。･･･

（
略
）･･･

県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
本
村
は･･･

（
略
）･･･

こ
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘
致
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
村

の
み
な
ら
ず
、
県
全
体
へ
の
産
業･

観
光
分
野
な
ど

へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、

副
村
長
が
ソ
社
に
持
参
し
た
村
長
の
親
書
に
は「･･･

震
災
復
興
の
一
助
に
な
る
べ
く
、
北
関
東
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
（
普
及
推
進
）
拠
点
と
し
て
機
能

で
き
る
体
制
は
整
っ
た
と
い
え
ま
す
。･･･

」
と
、

議
会
、
執
行
の
そ
れ
ぞ
れ
の
誘
致
に
向
け
た
思
い
を

ル
ー
ル
化
す
る
目
的
で
本
条
例
を
制
定
し
た
。

３　

制
定
プ
ロ
セ
ス

制
定
の
背
景
、
目
的
を
ル
ー
ル
化
し
、
今
後
の
事

業
に
必
要
と
な
る
条
文
を
考
え
、
条
例
案
を
整
え
、

議
会
に
上
程
し
た
。
特
に
、
ソ
社
と
と
も
に
、
東
北

地
方
の
復
興
は
早
期
と
言
う
よ
り
、
今
度
こ
そ
堅
実

な
復
興
を
願
い
条
例
の
趣
旨
に
も
盛
り
込
ん
だ
。

誘
致
合
意
が
公
表
さ
れ
て
、
ソ
社
と
と
も
に
誘
致

の
経
緯
と
具
体
的
な
事
業
内
容
を
村
民
に
伝
え
る
事

業
説
明
会
を
議
会
な
ど
の
行
政
関
係
者
向
け
と
、
広

く
村
民
を
対
象
と
し
た
村
民
説
明
会
と
の
２
回
に
分

け
て
お
こ
な
っ
た
。
発
電
事
業
者
と
し
て
の
ソ
社
の

取
締
役
を
含
む
担
当
者
、
工
事
を
担
当
す
る
シ
ャ
社

の
事
業
副
本
部
長
、造
成
担
当
の
佐
社
の
社
長
な
ど
、

近
年
希
な
住
民
に
寄
り
そ
っ
た
質
疑
応
答
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
旨
と
す
る
小
職
に
と
っ
て
も
頭
が
下
が

る
対
応
で
初
心
を
思
い
出
す
機
会
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
我
が
国
の
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
幕
開

け
に
本
村
が
村
民
と
共
に
関
与
で
き
た
こ
と
を
実
感

す
る
一
時
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、合
意
後
一
か
月
の
急
ぎ
足
で
あ
っ
た
が
、

住
民
へ
の
説
明
会
を
経
て
、
臨
時
議
会
で
条
例
案
を

審
議
い
た
だ
い
た
。
誘
致
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度

に
よ
る
買
取
価
格
が
政
府
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
前

で
あ
っ
た
が
、
孫
社
長
は
「
合
意
公
表
し
た
発
電
所

に
つ
い
て
は
価
格
が
決
定
後
、
赤
字
運
営
と
な
っ
て

も
必
ず
発
電
事
業
を
実
施
す
る
。」
と
明
言
さ
れ
て

い
た
。
一
民
間
会
社
が
単
独
、
無
尽
蔵
で
は
あ
る
が

太
陽
光
と
い
う
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
未
利
用
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
推
進
す
る
と
い
う
。
小
さ
な
村

で
あ
っ
て
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い

た
以
上
、
土
地
の
賃
貸
は
も
と
よ
り
、
復
興
支
援
策

と
し
て
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進
の
あ
り
方
を

条
例
化
し
、そ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
と
し
た
。

条
例
内
容
・
設
計
の
解
説

１　

条
例
内
容

（
趣
旨
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

起
因
す
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
急
務

と
な
っ
た
現
下
に
お
い
て
、
地
球
規
模
で
限
り
あ



特
集
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
治
体
の
取
り
組
み

45◆自治体法務研究 2013・春

る
資
源
と
良
好
な
環
境
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
有
効
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
等
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
語
の
定
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー  
太
陽
光
、太
陽
熱
、風
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
こ
と
を
い
う
。

（
２
）
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
等  
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
目
的
と
す
る
普
及
啓
発
、
活
動
支

援
、
関
連
産
業
の
振
興
等
を
い
う
。

（
３
）
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
等  

最
大
出
力
が

５
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
の
発
電
設
備
（
発
電
設
備
と
同

時
に
設
置
さ
れ
る
付
属
機
器
設
備
を
含
む
。）
を

い
う
。

（
４
）
事
業
者　

法
人
又
は
事
業
を
営
む
個
人
を
い

う
。

（
５
）
設
置
対
象
者　

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
等

を
新
た
に
村
内
に
設
置
し
た
事
業
者
を
い
う
。

（
普
及
啓
発
）

第
３
条　

村
長
は
、
村
民
及
び
事
業
者
が
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
自
発
的
に
活
動
を
行
お

う
と
す
る
意
欲
が
増
進
さ
れ
る
よ
う
普
及
啓
発
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
活
動
支
援
）

第
４
条　

村
長
は
、
村
民
及
び
事
業
者
が
行
う
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
自
発
的
な
活
動
に
対
し
、

必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
連
産
業
の
振
興
）

第
５
条　

村
長
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
産

業
の
振
興
の
た
め
、事
業
者
が
行
う
活
動
に
つ
い
て
、

必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
表
彰
等
）

第
６
条　

村
長
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
関

し
て
特
に
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対

し
、
表
彰
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

（
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
）

第
７
条　

村
長
は
、
設
置
対
象
者
の
大
規
模
太
陽
光

発
電
設
備
等
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
地

方
税
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
２
６
号
）
第
６
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
課
税
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２　

前
項
の
課
税
免
除
は
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
設

備
等
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
に
限

り
行
う
。

（
課
税
免
除
の
申
請
）

第
８
条　

課
税
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
置
対
象

者
は
、
村
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
こ
れ
を
審
査
し
、適
当
と
認
め
た
と
き
は
、

課
税
免
除
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
設
置
対
象
者
の
地
位
の
承
継
）

第
９
条 

設
置
対
象
者
は
、
合
併
、
譲
渡
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
当
該
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
等
を

他
の
事
業
者
に
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
村
長
に
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
こ
れ
を
審
査
し
、適
当
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
れ
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
課
税
免
除
の
決
定
の
取
消
し
等
）

第
10
条　

村
長
は
、
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

決
定
を
受
け
た
設
置
対
象
者
が
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、
課
税
免
除
し
た
固
定

資
産
税
相
当
額
の
全
部
又
は
一
部
を
賦
課
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
課
税
免
除
し
た
期
間
に
お
い
て
、
当
該
大
規

模
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
稼
動
を
理
由
な
く
休
止

し
た
と
き
又
は
こ
れ
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
と
村

長
が
認
め
た
と
き
。

（
２
）
課
税
免
除
し
た
期
間
に
お
い
て
、
大
規
模
太

陽
光
発
電
設
備
等
を
撤
去
し
た
と
き
又
は
こ
れ
と

同
様
の
状
態
に
あ
る
と
村
長
が
認
め
た
と
き
。

（
３
）
課
税
免
除
し
た
期
間
に
お
い
て
、
前
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
る
村
長
の
承
認
を
得
な
い
で
大
規
模

太
陽
光
発
電
設
備
等
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
と
き
。

（
４
）
設
置
対
象
者
が
課
税
免
除
の
辞
退
を
申
し
出

た
と
き
。

（
５
）
そ
の
他
課
税
免
除
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
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い
と
村
長
が
認
め
た
と
き
。

（
報
告
及
び
調
査
）

第
11
条　

村
長
は
、
設
置
対
象
者
に
対
し
、
大
規
模

太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
及
び
稼
働
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
、
実
地
に
調
査
し
、
又
は
必

要
な
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
12
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
規
則
で
定
め
る
。

附　

則　

こ
の
条
例
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

２　

条
例
の
解
説

本
条
例
に
解
説
を
加
え
る
と
す
る
と
、
第
１
条
の

趣
旨
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
村
の
復
興

支
援
策
と
し
て
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を
明
文
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
第
３
条
は
普
及
啓
発
と
し
て
村

民
及
び
事
業
者
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

で
の
見
学
会
や
、
太
陽
光
発
電
の
事
業
と
技
術
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
す
で
に
、
運
転

開
始
以
来
来
園
者
は
３
０
０
０
人
に
近
づ
く
。

第
４
条
の
活
動
支
援
は
、
村
長
は
、
村
民
及
び
事

業
者
が
行
う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
自
発
的
な

活
動
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
と

し
て
、
新
た
に
太
陽
光
発
電
事
業
に
参
入
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
、
個
人
よ
り
の
技
術
面
も
含
め
て
の
相

談
を
随
時
お
受
け
し
て
い
る
。

第
５
条
の
関
連
産
業
の
振
興
は
、
村
長
は
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
産
業
の
振
興
の
た
め
、
事
業

者
が
行
う
活
動
に
つ
い
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
と

し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
県
内
専
門
学
校
が
文
部

科
学
省
よ
り
委
託
を
受
け
た
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
概
論
な
ど
の
シ
ラ
バ
ス
構
築
な
ど
に
協
力
し
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
の
見
学
を
含
め
て
庁
舎
の
会
議
室

利
用
な
ど
を
可
能
と
し
て
い
る
。

第
６
条
の
表
彰
等
で
は
、
村
長
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
に
関
し
て
特
に
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
に
対
し
、
表
彰
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
と
し
て
、
す
で
に
、
誘
致
の
決
め
手
と
な
っ
た

佐
社
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
、
シ
ャ
社
、
広
大
な
土
地
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
測
量
な
ど
で
技
術
提
案
い
た
だ
い
た
国
土
地
図
株

式
会
社
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
る
。
今
後

は
、
広
く
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
実
施
の
事
業
者
に
つ
い

て
も
行
っ

て
い
く
。

第
７
条

の
固
定
資

産
税
の
課

税
免
除

は
、
村
長

は
、
設
置

対
象
者
の

大
規
模
太

陽
光
発
電

設
備
等
に

係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
（
昭
和
25

年
法
律
第
２
２
６
号
）
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
課
税
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
に
固

定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
に
限
り
行
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
国

が
地
方
税
法
附
則
第
15
条
第
37
項
で
定
め
た
「
３
分

の
２
を
課
税
す
る
」、
す
な
わ
ち
３
分
の
１
課
税
免

除
の
法
律
を
待
た
ず
し
て
、
村
条
例
で
い
ち
早
く
制

定
し
た
こ
と
に
な
る
。

本
村
で
は
、
既
に
株
式
会
社
白
子
を
企
業
誘
致
し

た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
条
例
に
同
様
な
優
遇
措
置
を

盛
り
込
ん
で
お
り
、
今
回
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
同

条
件
で
そ
の
措
置
が
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
と
な
る

条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

条
例
を
も
と
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

１　

八
州
高
原
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
榛
東
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
現
地
視
察
受
け
入
れ

こ
れ
は
、
第
３
条
の
普
及
啓
発
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
お
り
、
次
頁
の
「
八
州
高
原
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

榛
東
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
（
太
陽
光
発
電
所
）
見
学
申

込
書
」
の
様
式
を
定
め
て
、
見
学
を
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
た
。

そ
も
そ
も
、
発
電
所
は
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
の
所
有
で
あ
り

用
地
を
村
が
賃
貸
で
提
供
し
て
い
る
の
だ
が
、
見
学

希
望
者
は
村
に
要
請
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
受
け
入

れ
の
方
法
論
に
つ
い
て
議
論
を
要
し
た
。
ソ
社
国
内

第
１
号
と
い
う
こ
と
と
、
無
名
な
本
村
が
誘
致
で
き

平成24年度榛東村有功者表彰式で贈られた感謝状
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た
と
い
う
こ
と
か
ら
行
政
、
個
人
、
企
業
、
研
究
機

関
、
大
学
関
係
、
保
育
園
、
小
学
校
、
工
業
高
校
生

等
、
一
挙
に
現
地
に
押
し
寄
せ
ら
れ
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
推
進
役
と
し
て
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
関
係
者
の
中
に
は
、
村
、
村
民

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
有
る
と
理
解
し
て
い
て
も
、
あ

ま
り
に
そ
の
波
は
高
く
急
激
と
感
じ
た
方
も
お
ら
れ

た
だ
ろ
う
。

そ
の
大
波
も
誘
致
決
議
書
で
「
太
陽
光
発
電
普
及

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
学
者
が
訪
れ
る
こ
と
は

工
事
の
段
階
で
予
見
で
き
た
。
大
型
重
機
を
お
も

ち
ゃ
の
よ
う
に
操
る
佐
社
の
佐
藤
社
長
の
景
観
セ
ン

ス
で
、
八
州
高
原
全
体
を
見
渡
せ
る
天
空
の
湖
と
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の
丘
、続
く
天
望
遊
歩
道
、天
望
デ
ッ
キ
、

森
の
時
計
台
、
ガ
マ
イ
ル
の
池
、
来
た
キ
ツ
ネ
の
丘
、

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
２
５
０
メ
ー
ト
ル
ダ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
発
電
所
の
周
囲
に
出
現
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

高
地
千
メ
ー
ト
ル
を
活
か
し
た
発
電
所
周
囲
約
１
㎞

の
コ
ー
ス
な
ど
に
、
小
職
は
板
に
ペ
ン
キ
を
塗
り
自

前
の
表
示
看
板
を
設
置
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏

季
で
も
あ
り
除
草
な
ど
の
環
境
整
備
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
、
何
の
ル
ー
チ
ン
も
な
い
と
こ
ろ
の
作
業
方

法
で
あ
り
１
日
も
早
く
確
立
す
べ
き
と
日
夜
を
問
わ

ず
悩
み
続
け
た
。
小
さ
な
村
で
小
職
の
み
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
対
策
室
で
、
国
内
１
号
で
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推
進
役
と
今
度
は
、
本
村
が
佐
藤

社
長
へ
の
恩
返
し
と
、
課
さ
れ
た
使
命
を
果
た
そ
う

と
す
る
な
ら
想
像
を
超
え
た
努
力
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
視
察
に
来
村
さ
れ
る
方
に
も
ご
協
力
を

仰
ぎ
、
い
く
ば
く
か
の
予
算
を
捻
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
た
。
見
学
申
込
書
に
発
電
所
の
概
要
説

明
を
明
記
し
た
絵
葉
書
の
購
入
希
望
を
自
ら
ご
記
入

い
た
だ
い
く
形
で
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
本
条
例
に

基
づ
き
「
榛
東
村
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
活
動
支

援
用
有
償
頒
布
物
事
務
取
扱
要
綱
」
を
制
定
し
て
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
。

２　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー･

誘
致
の
成
果
と
太
陽
光
発

電
の
仕
組
み
説
明
講
演
会

-  
FAX 0279-54-8225  
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現
地
の
見
学
の
み
で
な
く
、
誘
致
の
経
緯
等
に
つ

い
て
の
説
明
を
希
望
さ
れ
る
団
体
が
増
え
て
き
て
自

然
発
生
的
に
説
明
会
を
実
施
し
た
。
中
に
は
、
太
陽

光
発
電
所
を
自
ら
建
設
し
よ
う
と
す
る
バ
ス
２
台
の

団
体
も
見
え
た
。
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
は
、
万
人

に
公
平
な
太
陽
の
光
が
当
た
る
と
、
そ
の
光
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
シ
リ
コ
ン
を
貼
り
合
わ
せ
た
セ
ル

の
集
合
体
で
あ
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
発
電
す

る
簡
単
な
仕
組
み
と
い
え
る
。
数
ｋ
Ｗ
の
規
模
で
は

既
に
導
入
さ
れ
て
20
年
を
超
え
る
が
２
０
０
０
ｋ
Ｗ

は
電
力
会
社
以
外
で
の
実
施
は
少
な
か
っ
た
。
ま
し

て
、
売
電
価
格
が
42
円
（
税
込
み
）
で
20
年
間
と
い

う
固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
れ
ば
誰
も
が
売
電
事
業

で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
簡
単
な
仕
組
み
に
は
、
太

陽
の
日
照
時
間
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
製
品
の
シ
リ
コ
ン
な

ど
の
状
態
に
よ
っ
て
の
発
電
効
率
、
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
の
出
力
劣
化
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
兼
ね
合
い
な
ど
、
売
電
収
益
が
自

然
と
い
う
太
陽
だ
の
み
だ
け
で
な
く
、
機
器
構
成
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
日
々
の
発
電
量

を
検
収
す
る
中
と
、
視
察
者
へ
の
質
疑
応
答
の
中
か

ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
以
降
、
そ
の
情

報
を「
説
明
会
」を「
説
明
講
演
会
」に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
視
察
者
に
、
同
じ
費
用
な
ら
１
ｋ
Ｗ
で
も
多

く
発
電
で
き
る
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
呼
ば
れ
、
我
が
国
を
支
え
る
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
地
域
で
発
電

し
、地
産
地
消
と
な
る
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

自
然
を
言
い
訳
に
す
る
こ
と
な
く
自
国
の
産
業
技
術

力
で
安
定
供
給
で
き
な
け
れ
ば
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

名
乗
る
の
は
お
こ
が
ま
し
い
。
折
し
も
ド
イ
ツ
の
公

的
研
究
機
関
フ
ラ
ン
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
が
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
48
時
間
耐
久
試
験
を
行
い
、
出
力
劣
化

確
認
を
行
っ
た
が
、
当
然
、
出
力
劣
化
０
％
の
も
の

が
数
社
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
発
電
し
な
く
な
る
出

力
劣
化
が
90
％
を
超
え
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
っ
た
。
公

的
機
関
の
調
査
結
果
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
、
20
年

間
さ
ら
に
10
年
間
と
発
電
を
期
待
す
る
な
ら
、
見
過

ご
せ
な
い
デ
ー
タ
ー
と
い
え
よ
う
。

３　

太
陽
光
発
電
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
５
条
の
関
連
産
業
の
振
興
は
、
す
で
に
技
術
力

が
発
電
量
を
左
右
す
る
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
群
馬

県
に
は
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
製
造
す
る
会
社

は
無
い
が
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
を
は
じ
め
そ

れ
以
外
の
架
台
や
桟
な
ど
の
ア
ル
ミ
メ
ー
カ
ー
、
電

気
工
事
業
者
な
ど
は
全
て
有
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
メ
イ
ド
イ
ン
群
馬
の
太
陽
光
発

電
所
を
建
設
し
、
長
期
に
わ
た
る
安
定
供
給
技
術
を

磨
こ
う
と
い
う
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。

実
際
に
は
中
心
と
な
る
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

の
製
造
会
社
に
在
籍
し
南
極
の
昭
和
基
地
に
太
陽
光

発
電
所
を
建
設
し
た
際
に
現
場
代
理
人
と
な
っ
た
技

術
者
を
本
村
に
招
き
、「
太
陽
光
発
電
事
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ソ
ー

ラ
ー
パ
ー
ク
の
説
明
見
学
希
望
者
も
混
じ
り
、
新
聞

に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
た
っ
た
一
晩
で
60
名
の
定
員
を

こ
え
て
し
ま
い
立
ち
見
が
出
た
。
我
が
国
の
太
陽
光

発
電
の
足
跡
も
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
現
時
点
で
誰
も

が
理
解
で
き
か
つ
最
も
詳
細
な
技
術
力
を
知
識
で
磨

く
研
修
会
に
な
っ
た
と
講
師
に
感
謝
し
た
が
、
受
講

者
か
ら
も
同
様
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

４　

平
成
24
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
：「
成
長

分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
の
戦
略

的
推
進
事
業
実
施
委
員
並
び
に
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
概
論
講
義
」

第
４
条
の
活
動
支
援
、
第
５
条
の
関
連
産
業
の
振

興
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
科
省
委
託
事
業
の
委
員
を
お

受
け
し
、
概
論
の
シ
ラ
バ
ス
づ
く
り
に
取
組
、
３
コ

マ
ほ
ど
講
義
を
担
当
し
た
。
受
講
生
に
は
村
民
の
方

も
お
ら
れ
詳
細
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
。こ
れ
ら
は
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
最
先
端
で
得
ら
れ
た
知
見

を
多
く
の
方
に
享
受
し
て
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
未
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
者
を
育
む
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一

端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
に
は
、
本
村
北
小
学
校
５
年
生

を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
（
未
来
×
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
鑑
み
、
授
業
に
は
榛
東
村
に
発

電
所
が
で
き
る
ま
で
の
経
過
説
明
と
し
て
小
職
も
一

部
講
師
と
し
て
加
わ
っ
た
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
所
在
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市
町
村
と
は
発
電
事
業
の
み
の
お
付
き
合
い
と
考
え

て
い
た
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
も
多
く
、
こ
の
事
業
取
材

案
内
な
ど
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
社
が
地
域
貢
献
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
て
こ
の
よ
う
に
環
境
教
育
や
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
、
ソ
社
本
社
で
の
地
域
特
産
品
展
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
組
ま
れ
る
の
を
意
外
に
思
わ
れ
た
そ

う
だ
。

さ
ら
に
、前
橋
国
際
大
学
の
電
子
商
取
引
演
習
で
、

八
州
高
原
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
特
産
品
と
し
て
本
村
の
リ

ン
ゴ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
梅
な
ど
を
使
っ
て
お
土
産

を
創
作
し
、
そ
れ
ら
を
出
品
さ
れ
た
京
都
大
学
で
お

こ
な
わ
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
全
国
大
会

第
12
回
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
１
２
に
お
い
て
「
京

都
経
済
同
友
会
賞
」
受
賞
へ
の
後
方
支
援
を
村
内
農

家
と
共
に
行
っ
た
。

５　

大
規
模
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
へ
の
課

税
免
除

第
７
条
の
課
税
免
除
は
、
施
行
規
則
を
定
め
て
、

本
年
、
１
月
１
日
現
在
取
得
済
み
の
０
・
５
Ｍ
Ｗ
を

超
え
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
等
の
償
却
資
産
に
か

か
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
を
行
う
。

課
題
と
今
後
の
展
望

条
例
制
定
後
半
年
が
経
過
し
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

は
太
陽
に
愛
さ
れ
て
予
想
発
電
量
を
超
え
順
調
に
発

電
を
続
け
て
い
る
。
巷
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
バ
ブ
ル
の

よ
う
な
経
済
動
向
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
未
だ
我
が

国
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
率
は
数
％
に
す
ぎ
な

い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
視
点
を
持
ち
電
気
を
消
費

す
る
習
慣
と
と
も
に
、
新
た
な
電
力
の
供
給
を
心
が

け
た
い
。

幸
い
、
20
年
前
に
誘
致
し
た
株
式
会
社
白
子
の
榛

名
工
場
用
地
で
、
当
時
水
族
館
建
設
を
予
定
さ
れ
て

い
た
場
所
に
、「
榛
東
村
白
子
の
海
ソ
ー
ラ
ー
ポ
ー
ト
」

す
な
わ
ち
、
村
が
発
電
事
業
者
と
な
る
大
規
模
太
陽

光
発
電
所
を
新
設
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
推
進
す
る

村
へ
の
地
域
貢
献
と
し
て
企
業
が
20
年
間
の
用
地
提

供
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
で
習
得
し
た
発
電
所
新
設
申
請

情
報
や
太
陽
光
発
電
技
術
を
駆
使
し
て
、
設
置
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
最
大
限
活
か
し
た
究
極
の
発
電
効
率
を

目
指
し
、
災
害
時
緊
急
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
備
え

る
。ソ

ー
ラ
ー
ポ
ー
ト
、
海
無
し
村
に
あ
る
海
苔
工
場

に
、
四
半
世
紀
を
経
て
い
よ
い
よ
太
陽
の
港
が
出
現

す
る
。
こ
の
出
現
に
は
、
村
議
会
で
の
議
論
を
元
に

榛
東
村
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
特
別
会
計
の
条

例
制
定
の
議
決
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
本
村
に
は
副
産
物
と
し
て
先
に
出
現
し

た
新
た
な
集
客
施
設
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」
を
村
民

自
ら
行
え
る
経
済
活
動
の
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け

る
た
め
の
条
例
制
定
が
い
ず
れ
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、リ
ン
ゴ
の
苗
木
を
植
え
て
も
、

急
に
は
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

ず
は
木
を
植
え
る
前
の
丁
寧
な
土
壌
改
良
が
必
要
と

考
え
る
。
村
民
、
ソ
社
と
と
も
に
八
州
高
原
の
行
方

の
議
論
を
重
ね
、
互
い
の
知
恵
や
創
意
工
夫
を
持
ち

寄
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

今
は
銀
世
界
で
あ
る
が
、
春
に
は
大
型
バ
ス
に
揺

ら
れ
て
、
多
く
の
方
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
入

り
口
に
立
た
れ
る
。
今
や
太
陽
光
発
電
所
と
共
生
し

て
い
る
狐
た
ち
も
歓
迎
の
会
釈
を
す
る
だ
ろ
う
。

取
組
の
様
子
は
榛
東
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
の　

facebook　

で
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意

見
、
ご
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

http://w
w

w
.facebook.com

/energy.m
egasolar

本村北小学校5年生を対象とした環境教育


